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▼
事
業
所
開
業
ま
で
の
経
緯

　
中
学
生
の
こ
ろ
、法
律
は
困
っ
て
い

る
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

だ
と
知
り
、弁
護
士
を
志
し
ま
し
た
。

　
司
法
試
験
合
格
後
は
、司
法
修
習
生

と
し
て
長
崎
県
に
配
属
さ
れ
、地
元

の
法
律
事
務
所
や
裁
判
所
、検
察
庁
で

の
研
修
を
経
て
東
京
の
法
律
事
務
所

に
就
職
。そ
の
後
、自
ら
志
望
し
岩
手

県
釡
石
市
の
法
律
事
務
所
所
長
に
就

任
し
ま
し
た
。当
時
、東
北
大
震
災
か

ら
２
年
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、震
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
不
動
産
相

続
や
行
政
の
土
地
買
収
と
い
っ
た
案

件
が
多
く
、津
波
で
証
拠
が
流
さ
れ
た

り
、相
続
人
が
何
十
人
に
も
な
る
難
し

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。相
談
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、心
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な

と
き
は
、法
律
の
面
だ
け
で
は
な
く
、

行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
し
、解
決
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、酒
田
に
U
タ
ー
ン
。子
供
の

こ
ろ
に
よ
く
来
て
い
た
鶴
岡
公
園
の

近
く
で
暮
ら
し
た
い
と
思
い
、今
年
の

4
月
、念
願
叶
っ
て
鶴
岡
に
開
業
い

た
し
ま
し
た
。

▼
事
業
所
の
紹
介

　
個
人
に
加
え
、法
人
の
案
件
も
多
く

ご
相
談
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。離

婚
、男
女
問
題
、遺
産
分
割
、不
動
産
、

建
築
紛
争
か
ら
経
営
問
題
、債
権
回

収
、労
使
関
係
な
ど
の
企
業
法
務
ま
で

豊
富
な
実
務
経
験
を
基
に
様
々
な
案

件
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
鶴
岡
の
人
は
我
慢
強
く
、ぎ
り
ぎ
り

ま
で
悩
み
を
抱
え
込
み
が
ち
で
す
。

「
法
律
事
務
所
は
敷
居
が
高
い…

」と

思
わ
ず
、ぜ
ひ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。早
め
の
対
応
で
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
も
可
能
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
の
目
標

　
地
元
の
方
々
か
ら
信
頼
を
得
る

こ
と
を
第
一
に
、事
件
の
関
係
者

皆
さ
ん
に
対
し
、誠
実
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 鶴岡市馬場町8-13鶴岡商工会議所会館4階

8：30～17：00営
土・日・祝（夜間・休日対応可）休

静香法律事務所

https://www.shizuka-lawoffice.com

☎ 0235-64-0407

皆
様
の
お
悩
み
を
全
力
サ
ポ
ー
ト

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

弁
護
士
を
よ
り
身
近
な
存
在
に―
―

酒
田
市
出
身
の
加
藤
先
生
が
大
好
き

な
鶴
岡
公
園

「
ど
ん
な
問
題
で
も
、解
決
法
は
あ
り

ま
す
よ
！
」柔
ら
か
な
笑
顔
が
好
印
象
。



　

4
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の

テ
ー
マ
は「
庄
内
空
港
の
滑
走
路
延
長

を
含
め
た
機
能
拡
充
」。講
師
に
国
土

交
通
省
航
空
局
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

空
港
計
画
課
長
の
奥
田
薫
氏
、株
式
会

社
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役

社
長
の
岡
田
晃
氏
を
お
招
き
し
、会
員

や
行
政
機
関
、建
設
関
係
者
、金
融・経
済

団
体
等
、庄
内
全
域
か
ら
約
4
5
0
名

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

空
港
関
連
整
備
に

関
す
る
計
画
を
統
括

す
る
立
場
に
あ
る
航

空
局
の
奥
田
課
長
か

ら
は『
航
空
行
政
の

現
状
と
展
望
〜
地
方
空
港
等
の
機
能

強
化
〜
』と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
、

「
空
港
関
連
の
予
算
の
基
本
方
針
や
振

り
分
け
状
況
、空
港
整
備
に
関
す
る
国

の
支
援
制
度
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を

し
っ
か
り
取
り
込
ん
で
い
る
青
森
空
港

の
取
組
事
例
、庄
内
空
港
と
同
じ

2
0
0
0
ｍ
の
滑
走
路
で
あ
り
な
が
ら

近
年
国
内
線
・
国
際
線
と
も
に
旅
客
数

が
大
幅
に
増
加
し
滑
走
路
延
長
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
佐
賀
空
港
の
紹
介
、庄

内
空
港
の
滑
走
路
延
長
に
関
し
て
は
費

用
対
効
果
の
見
極
め
が
重
要
で
あ
り
山

形
県
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」

等
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ａ

総
合
研
究
所
の
岡
田

社
長
か
ら
は『
庄
内

空
港
と
地
域
の
活
性

化
〜
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
の
創
出
〜
』と
題
し
て
講
演
い
た

だ
き
、「
外
国
人
観
光
客
の
県
内
宿
泊
数

や
、庄
内
空
港
利
用
実
績
か
ら
見
る
と

今
後
の
誘
客
の
伸
び
し
ろ
は
大
い
に

あ
る
こ
と
、日
本
全
体
で
み
る
と

2
0
3
0
年
に
は
旅
客
機
の
座
席
需
要

に
供
給
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が

あ
り
今
後
地
方
空
港
に
は
利
用
拡
大
の

チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
こ
と
、庄
内
地
方

の
観
光
地
づ
く
り
の
方
向
性
と
そ
の

課
題
に
関
す
る
こ
と
」等
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　日本海国土軸の根幹をなす日沿道は、沿線地域の産業や経済を活性
化するだけではなく、災害時における食料・燃料等の支援物資輸送の役
割を担う極めて重要な道路です。しかしながらこの日沿道の整備は遅れ
ており、各県境をはじめとしたミッシングリンクが複数存在します。
　このフォーラムは、平成11年に第１回目を鶴岡市で開催して以降、これ
まで大館市、能代市、秋田市、酒田市、新潟市の各都市で関係団体が一体と
なり、日沿道の早期完成への気運を盛り上げていくことを目的に開催して
おります。
　第20回目となる今回は、第１回目の開催地であるここ鶴岡で行われ、
庄内地域を中心に沿線各地から約500名が出席。記念講演は東北地方を
中心にバス事業・旅行事業を展開している株式会社みちのりホールディン
グス代表取締役グループＣＥＯの松本順氏より『交流人口の拡大や防
災・減災に資する道路の活用』と題して講演いただき、山形県代表として
エイエムエストランスポート株式会社(酒田市) 代表取締役の工藤亜紀子
氏より意見発表をいただきました。
　その後、早坂会頭が「日沿道の一日も早い全線開通を政府および関係
機関に強く要望する」とした大会決議を読上げ、採択されました。
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↑講演後、庄内空港の滑走路延長などを盛り込んだ要望書(国土交通省航空局長宛)を奥田課長（左）
　に手渡す、庄内開発協議会の正副会長及び加藤鮎子代議士

9.18（火）会場／グランドエル・サン

ණই
Ɉ༂
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開催日／9月4日（火）　会場／東京第一ホテル鶴岡　主催／（一社）東北経済連合会 （会長 海輪誠 氏〔東北電力㈱代表取締役会長〕）

　空港・高速道路・新幹線等の高速交通網が全国
的に進んでいるのに対し、ここ庄内地域はその整備
が遅れ、地域間競争力の低下が懸念されています。
そこで鶴岡商工会議所では、高速交通基盤を活用
した地域活性化の在り方を考えるためのシンポジ
ウムを開催しました。
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１．地域の産業経済を支える労働力の確保について
（１）高校生・高専生及び山形大学農学部生の地元企業への就職の促進
（２）大学進学者及びＵＩＪターン希望者の地元企業への就職の促進
（３）小中学生が地域の産業・経済を知る教育の拡充
（４）製造業、建設業等における生産性向上・省人化に向けての設備投資
　　に対する支援の拡充
（５）子育て世代の女性がより労働しやすい環境の整備
２．少子化対策の拡充について
（１）婚活事業の拡充　（２）ＵＩＪターン希望者への情報提供及び支援の拡充

１．日本海沿岸東北自動車道の整備促進について
（１）早期完成に向けた要望活動の強化
（２）重要物流道路の指定に向けた要望活動の強化
（３）鶴岡ジャンクションのフルジャンクション化
２．東北横断自動車道酒田線の整備促進について
３．国県道の整備促進について
（１）鶴岡東バイパスの四車線化の早期完成
（２）県道羽黒橋加茂線の早期完成　（３）道形黄金線の早期整備
４．鶴岡市内の交通アクセス改善について
（１）七日町通りの道路改良の早期着工　（２）交差点改良の促進
（３）側溝整備の促進
５．庄内空港の機能拡充及び利用促進について
（１）滑走路延長に向けた調査及び国庫補助採択に向けた要望・活動の強化
（２）年間搭乗者50万人を目標としたアクションプランの策定及び取
　　組みの強化
（３）中型機の周年運航及び運航ダイヤの改善
（４）ＬＣＣ等による国内路線の拡充　（５）運賃割引制度の拡充
（６）搭乗者の拡大に対応した搭乗手続き、待合室、駐車場等の拡充
（７）チャーター便の誘致、ＣＩＱ(税関、出入国審査、検疫)体制など、国際
　　化への対応強化
６．羽越本線の高速化及び定時運行、羽越新幹線の整備促進について
（１）速達型特急の創設などによる高速化の推進
（２）乗車が観光目的となる魅力ある車両の導入
（３）安全・安定輸送に向けた施設整備の促進
（４）羽越新幹線整備に向けた運動の強化
７．災害に強い都市基盤の整備について
（１）河川改修の促進及び雨水対策の強化
（２）上下水道の耐震化の推進
（３）降雨量、河川の水位、道路・交通状況など、きめ細やかな情報の提供

１．第２期中心市街地活性化基本計画に基づく事業の推進について
（１）南銀座通り、一日市通り及び川端通りの一方通行解除及びこれに
　　向けた道路整備の促進
（２）まちなか居住事業の促進　（３）空き家・空き店舗対策の強化
（４）城址公園としての鶴岡公園整備計画の策定及びその推進
（５）鶴岡公園から中心商店街に至る道路及び内川周辺の整備など、城下
　　町としての趣き・風情を大事にした景観の形成
２．中心市街地の居住、事務所機能の集積等に資する
　 民間事業の活性化について
（１）民間事業による居住、事務所機能の集積等に資する支援の創設
（２）土地の高度利用・景観形成に向けた調査研究
（３）都市計画高度地区における高さ制限の緩和

【全般】
１．新規創業及び事業承継に対する支援強化について
（１）新規創業及び第２創業に係る支援及び相談体制の強化
（２）事業承継に係る支援及び相談体制の強化
２．販路開拓に係る支援の拡充について
（１）首都圏等における物産展の拡充及び新商品等の優先的出展
（２）ふるさと納税を活用した販路開拓の推進及び返礼品の公募
（３）加茂水族館における販売物の公募
（４）展示会、商談会への参加に対する支援

10月15日(月)の常議員会にて決定の後、11月上旬に鶴岡市へ提出します。

★…新規又は見直し事項

１．民間事業の活性化に資する国・県への意見・要望の強化について
（１）国発注工事に係る地元企業の受注機会の拡大(再掲)
（２）信号機の時間間隔の適正化

平成
31年度鶴岡市への要望事項 （５）工事、物品及び役務等の地場企業への優先発注

３．国・県及び市の支援施策の適切な情報提供について
（１）各種支援施策に関する情報の適切な提供及び総合的ガイドブックの製作
（２）商工関係団体、金融機関等との連携強化
４．経営発達支援計画に基づく事業への支援について
（１）経営発達支援計画に基づく事業への支援
（２）中小企業相談所補助金の増額
【工業関係】
５．企業の立地及び設備投資等に係る基盤の拡充について
（１）用地取得、設備投資に係る固定資産税の減免及び補助制度の拡充
（２）企業誘致及び既存企業の設備投資・生産計画の拡大を促進する
　　ための工業団地整備に向けての調査・検討
（３）早期の事業展開、イニシャルコスト低減に資する貸工場整備に向けての調査・検討
６．先端生命科学分野における産業集積及び産学官連携の促進について
（１）生命科学分野における研究及び産業集積への支援の強化
（２）研究教育機関発のベンチャー企業育成の取組み強化
（３）研究教育機関のシーズと企業ニーズとのマッチングの強化
（４）地域企業との共同研究・開発の促進
７．食文化創造都市の推進について
（１）食のブランド化とこれに基づく情報発信・販路開拓の推進
（２）地域の農林水産物を活用した新製品の開発支援の拡充
（３）東アジア等に向けた輸出の推進
【商業関係】
８．ＴＭＯ事業への支援強化について
（１）チャレンジショップ事業への支援強化
（２）若手後継者の育成及びその活動への支援
（３）中心商店街への観光客誘導に資する事業への支援強化
【観光関係】
９．まちなか観光の推進について
（１）城址公園としての鶴岡公園整備計画の策定及びその推進(再掲)
（２）鶴岡公園から中心商店街に至る道路及び内川周辺の整備など、
　　城下町としての趣き・風情を大事にした景観の形成(再掲)
（３）観光施設の機能拡充・イベントの開催等に対する支援の拡充
（４）「天神祭」及び「荘内大祭」の拡充
（５）鶴岡お祭りウィーク(荘内大祭、赤川花火大会、おいやさ祭)の拡充
10．ＤＭＯを核とした観光の推進について
（１）官民一体となったＤＭＯの早期設立
（２）出羽三山、鶴岡シルク、城下町、食文化をテーマとした着地型旅行
　　商品及び体験観光プログラムの造成
（３）山形ＤＣ及び東京オリンピック・パラリンピックの開催に対応した
　　積極的なプロモーション活動の展開
（４）インバウンドアクションプランの着実な推進
（５）観光関係データの収集・分析及びマーケティング調査の拡充並び
　　に観光事業者への提供
（６）主要観光地等におけるインターネット接続環境の整備
11．酒井家入部400年を記念した事業の展開について
12．温泉地域の活性化・環境整備に向けての支援の拡充について
（１）旧いこいの村庄内に係る土地及び施設の鶴岡市の取得
（２）湯野浜温泉の振興と連携した上記施設等の利活用計画の策定及び推進
【建設関係】
13．公共事業の確保及び改善について
（１）将来的に安定した公共事業費の確保
（２）ＰＦＩ等による公共事業に係る検討会の設置
（３）国発注工事に係る地元企業の受注機会の拡大
（４）入札制度及び格付け基準の見直し　（５）適正な工期及び工事金額の設定
【雇用・人材育成関係】
14．企業の従業員確保に係る支援の強化について
（１）高校生、高専生、山形大学農学部生及び首都圏等への進学者・
　　就職者と企業とのマッチング機会の拡大
（２）鶴岡市育英奨学金の拡充及び奨学金返還助成制度の創設
（３）庄内地方における高等学校の専門学科及び総合学科の維持
（４）科学・ものづくりへの関心を高め、第一次・第二次産業への進路
　　選択を醸成する教育の拡充
15．産業人材・若手人材の育成について
（１）庄内地域産業振興センターにおける産業人材育成機能の拡充
（２）女性のスキルアップに対する支援の拡充



大川家具店

山形県鶴岡市山王町１０-２８
TEL.0235-22-1186

鶴岡市日吉町１０-３２　
TEL.0235-22-1390

大
瀧 

雄
司
さ
ん

四
代
目

大
瀧 

豊
和
さ
ん

三
代
目

お
話
を
伺
っ
た
方

お
話
を
伺
っ
た
方大川 

博
之
さ
ん

三
代
目

スポーツバイク愛好家が集う憩いの場を提供します

多様なオーダーに応えてきたからこその信用があります

老舗
紹介

老舗
紹介

創業80周年

創業70周年

昭和38年頃の様子

創
業
当
時
は
家
具
だ
け
で
な
く
、

店
の
陳
列
ケ
ー
ス
な
ど
も
販
売
。

（
中
央
）初
代　
（
左
）二
代
目

大滝輪店
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表彰式：11月19日（月）　会場：東京第一ホテル鶴岡

　………………（株）野口

　……（株）五十嵐工業所
　………いでは観光バス
　…………（有）える・さん
　…………太田産商（株）

　…………（株）大山機械

　

　………小野寺建設（株）

　………庄内ミート（株）
　………（有）菅原運送

　………（株）鈴木工務店

　……………(株)タマツ

　…………（株）鶴岡光学
　

　…（株）鶴岡自動車学園

　……（有）テーシーエフ

　………出羽木材店（株）
　…東北冷蔵製氷（株）

　…………中野鉄工（株）
　…………（株）ナカムラ

　 …………（株）ひまわり

　…………（株）フジソウ
…（株）ファンジーフラワー

　……………（株）ベスト

　……（有）モリヤオート
　……山形サンダー（株）
　……………（株）山本組
　………（有）竜泉・滝川
　…………ワテック（株）

　…………（株）佐藤工務

　…………鶴岡建設（株）
　………（有）テーシーエフ
　…………（株）ナカムラ

　………羽黒設備（株）

57

15

…（公社）鶴岡市シルバー
　人材センター

…（公社）鶴岡市シルバー
　人材センター

　……………（株）ベスト
　……丸善食品工業（株）

　……水澤化学工業（株）
　　水沢工場

……水澤化学工業（株）
　　水沢工場

……（有）やなぎ美容室

……（有）モリヤオート

…（株）庄内クリエート
　  工業

周年60 …梅木 欣一
…笹原 儀則

＊入社当時の思い出や現在の仕事内容
　指導員資格取得を目指し、ずっと勉強していた記憶があり
ます。また、学科指導員試験の練習の際、緊張で固くなりす
ぎて、先輩に「まるで天気予報士のようだ」と言われたことも
今では懐かしい思い出です（笑）
　現在は、合宿免許の営業を担当しており、主に東北・関東の
大学を中心に全国各地を飛び回っています。9月末までは
夏休みを利用し合宿に来られる学生の方が多く、大変混みあ
うため、指導員として授業をしています。
＊これからの目標
　鶴岡自動車学園を、地元である鶴岡で一番有名な教習所
にしたいと思っています。

（株）鶴岡自動車学園  五十嵐 由浩さん

勤続15年

　　　　　…大川 久信
周年120

　　　　…本間 光太郎
周年110

　　　　　…佐藤 慎一
周年100

　　　　　　…菅原 浩平
周年90

　　　　　…相沢 政男
160周年

　　　　　…鷲田 敏夫
周年150

　　　　　…荘司 淑子
周年130

50

40

年以上勤務

年以上勤務

　…アクサ生命保険（株）
　……（株）五十嵐工業所
…株式会社エムジー商事
　……（株）エル・サン

　…………（株）佐藤工務

　……庄内ミート（株）
　…………鶴岡建設（株）

　…………（株）鶴岡光学
　

……（株）庄交コーポ
　　レーション

…（公社）鶴岡市シルバー
　人材センター

30 年以上勤務

10 年以上勤務

20年以上勤務

計137名

計37事業所

　……テクマン工業（株）
　 ……………（株）ベスト
　…（株）ホンダ四輪販売庄内

　……松文産業（株）鶴岡工場

　 …まるい食品株式会社
　…………（株）山本組

　…………（有）青木運輸
…………（有）青木建材
　…アサヒ電器工業（株）
　……（株）五十嵐工業所
…株式会社エムジー商事
　…（株）庄内クリエート工業

　………小野寺建設（株）

　…………（株）快適空間
　…………（株）佐藤工務

　………（株）鈴木工務店
　…（協組）田川液化ガス

　　　　　　　　供給センター

　…………（有）東進パーツ

　…………（株）ナカムラ

　………………（株）野口
　…………（株）ひまわり
　…フィデアカード（株）

…加賀山 欣也



早坂剛会頭をはじめ、当会議所の役員
が新潟県村上市を訪れ、村上商工会議
所の川崎久会頭や副会頭、各部会、
青年部の代表との懇談会を開催した。

村上市は、人口約６万人の武家屋
敷が残る城下町で、
世界で初めて鮭の自
然ふ化増殖に成功し
た「鮭のまち」として
知られている。

懇談会の前に、村上市観光ガイドのご案内
でまちなかを見学。鶴岡とのゆかりが深い
宮川屋や善龍寺の歴史などを伺った。

城下町の面影が残る町屋へ。歴史深い
鮭料理の文化を守り続けている「味匠 
喜っ川」には鮭文化が感じられる加工品
の数々が並び、その奥には天井の梁から
びっしりつり下げられた塩引き鮭に目が
くぎ付けに。村上の食の伝統を守り抜く
という気概が伝わってくる光景であった。

お互い様々な問題、課題は多くあるが、
一番の目標は日本海沿岸東北自動車道
の早期開通を目指し、両商工会議所が
一体となって陳情活動や運動を展開し
ていくこと。村上と鶴岡は歴史的にも
関係が深く、今後はますます情報交換
を活発に行い、交流を深めていくこと
などが話し合われた。

鹿児島商工会議所 渕本副会頭の会社であ
り、さつまあげで有名な「南海食品㈱（鹿児
島月揚庵）」は、昭和38年に海産珍味加工
製造業として発足。珍味を真空パック化す
る機械を鹿児島で初めて導入した。さつま
あげをお土産として通用する商品へと高め
るため、県外の人の味覚をリサーチし、商品
を開発。安全に対する管理も徹底していた。

交流会懇談会においては、始めに岩崎会頭より「西郷さんを再評価していただいたのが
旧庄内藩であり、鹿児島と庄内は深い絆で結ばれているのに意外と交流がないと思っ
ている。これからは本気で交流したい」とご挨拶いただいた。早坂会頭は「今回、鹿児島
市の中心市街地への取組、観光面等色々と勉強をさせていただいた。今度はぜひ、鶴岡
においでいただき経済的交流も深めていきたい」と挨拶。続けて、国井副会頭が「西郷
どんの放映が始まり、旧庄内藩と関係が深い鹿児島にぜひ行かなければとの想いから、
庄内の翼と名打ち、チャーター便を含めて５便、３００名ほどの鶴岡市民がこの鹿児島
を訪れる。相互交流を通じて、産業界も交流を深めて参りたい」と挨拶し乾杯の発声を
行った。両商工会議所役員等４０名で和やかに懇親を深め合った。
　今回の鹿児島市の視察研修と鹿児島商工会議所との交流を通じて、両市が深い絆で
結ばれていることを再認識した。我々商工団体としては、今後、経済・産業分野でも一層
の連携を強めていきたい。

　戊辰戦争・明治維新から150年経過した今年、NHK大河ドラマ「西郷どん」が放映される
など、鹿児島市では西郷南洲翁に関する企画展示やイベントが展開され大変な盛り上がりを
見せている。鹿児島市と鶴岡市は、西郷南洲翁との「徳の交わり」を基に「兄弟都市」の盟約
を結んでおり、親善使節団の相互訪問などを通して交流が続いている。今回は、早坂会頭
をはじめ当商工会議所の役員が鹿児島市を訪れ、鹿児島商工会議所との交流を深めた。

鹿児島商工会議所岩崎会頭をはじめ各副
会頭から、「中心市街地及びウォーターフ
ロントエリアにおけるまちづくりについて」
「観光振興に係る取組みについて」「国際
観光都市創造に向けた取り組みについ
て」それぞれご講話いただいた後、意見を
交換した。

村上市 訪問
７月12日（木）

鹿児島市 訪問
9月26日（水）～28日（金）

2018.10.01‒12.31
(本番／2019.10.01‒12.31)

※ガストロノミーとは文化と料理の関係を考察することをいい、日本では美食術、美食学と訳される。

　
今
年
は
プ
レ
D
C
と
し
て
様
々
な

観
光
イ
ベ
ン
ト・商
品
開
発
が
展
開

さ
れ
ま
す
。今
回
の
D
C
メ
イ
ン

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は『
日
本
海
美

食
旅(

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー※

)

』、

庄
内
エ
リ
ア
の
サ
ブ
キ
ャッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は『
お
い
し
い
食
の

都
庄
内
』と
し
、日
本
海
と

雄
大
な
山
々
に
育
ま
れ
た

豊
か
な
食
文
化
の
発
信
を

し
ま
す
。

　
鶴
岡
市
と
鶴
岡
市
観
光
連

盟
は
、出
羽
三
山
な
ど
の
参
拝

と
市
内
４
温
泉(

湯
野
浜・湯
田

川・あ
つ
み・由
良)

を
融
合
さ
せ
た

旅
行
企
画『
詣
で
る
、つ
か
る
、い
た
だ

き
ま
す
』を
展
開
。参
拝
後
に
温
泉
に

浸
か
っ
て
疲
れ
を
癒
し
、土
地
の
恵

み
を
食
し
た
後
に
、日
常
に
戻
る

－－

出
羽
三
山
信
仰
古
来
か
ら
の
習
わ
し

「
精
進
落
と
し
」を
現
代
版
に
リ
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
で
、各
温
泉
は

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
や
共
通
食
材
を

設
定
。湯
野
浜
温
泉
は
、出
羽
三
山
に

ち
な
ん
だ「
過
去
現
在
未
来
」の
献
立

と
庄
内
の
地
酒
、湯
田
川
温
泉
は

伝
統
の「
湯
田
川
神
楽
」で
厄
払
い
、

あ
つ
み
温
泉
は
蟹
を
共
通
食
材
と
し

た「
季
節
の
旬
御
膳
」と
地
域
限
定

販
売
清
酒「
摩
耶
山
」、由
良
温
泉
は

由
良
港
直
送
の
口
細
カ
レ
イ
と
地
酒

「
乙
女
の
舞
」で
の
お
も
て
な
し
な
ど

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
鶴
岡
市
観
光
連
盟
で
は
、特

別
周
遊
企
画
と
し
て『
庄
内
エ
リ
ア

周
遊
記
念「
手
ぬ
ぐ
い
ス
タ
ン
プ
帖
」』

も
開
催（
10
月
〜
来
年
3
月
末
ま
で
）。

鶴
岡・酒
田
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
り
な
が
ら
各
所
に
設
置
し
て

い
る
特
製
ス
タ
ン
プ
を
手
ぬ
ぐ
い

に
押
印
し
て
い
く
こ
と
で
、旅
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
が
完
成
し

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か

に
も
、出
羽
三

山
神
社
で
は

『
五
重
塔
の
内

部
拝
観
と
秘

仏
公
開
』、善

寶
寺
で
は『
五

百
羅
漢
堂
の

特
別
拝
観
』な

ど
、多
く
の

特
別
企
画
が

用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。当

会
議
所
で
も
、

今
回
の
D
C

に
関
連
し
、「
出
羽
三
山
詣
で
〜
食
と

銘
酒
と
語
ら
う
旅
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。主
要
観
光
地

の
出
羽
三
山
と
温
泉
地
と
の
関
係
性

を
、食
と
日
本
酒
を
テ
ー
マ
に
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
精
進
入
り
」

か
ら「
精
進
落
と
し
」ま
で
含
め

て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
、地
域
一
体

で
の
観
光
商
品
の
研
究
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。商
品
化
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
は
、引
き
続
き
報
告
し
て
ま

い
り
ま
す
。

10月1日 プレDCオープニングセレモニーの様子。参加者が威勢よく鏡割りを行い、開幕を飾った。

　
J
R
グ
ル
ー
プ
と
地
方
自
治
体
、

観
光
事
業
者
な
ど
が
共
同
で
開
催
す

る
2
0
1
9
年
度
の
大
型
観
光
事
業

「
新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
D
C
）」に
向
け
た
プ
レ
D
C
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
10
月

1
日
、つ
る
お
か
食
文
化
市
場

F
O
O
D
E
V
E
R
で
行
わ
れ
、関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
観
光
客
拡
大

を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

開催期間

村上市まちなか見学

鮭料理の「味匠 喜っ川」

鹿児島商工会議所へ表敬訪問

南洲神社では、西郷南洲翁と、南洲の教え
に共感し、薩摩の私塾で学び、西南戦争

に従事した２人の旧
庄内藩士のお墓に
手を合わせた。

西郷南州と旧庄内藩士が眠る墓地へ献花

天文館は、街歩き観光が楽しめるよう工夫
された商店街で、各商店街とWeLove
天文館協議会が連携しながらイベントを
実施。天文館一帯の活性化、来街促進を
図っている。協議会の牧野会長からは
「全国の商店街からみれば衰退はしていな
い。町の灯を消したくない、何とか生き残ろ
うという気持ちで頑張っている」との想い
が語られた。次に犬伏副会頭から、「新しい
天文館の核・シンボル」再開発事業の計画
について、実際にエリアを歩きながら説明
していただいた。

南九州一の繁華街 「天文館」視察

鹿児島商工会議所との交流懇談会

鹿児島名物さつまあげ加工工場「月揚庵」

村上商工会議所との懇談会

庄
内
エ
リ
ア
周
遊
記
念

「
手
ぬ
ぐ
い
ス
タ
ン
プ
帖
」

総 務 委 員 会
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前回調査に引き続き、「従業員の確保難」が突出しており、次いで「熟練技術者の確保難」・「下請業
者の確保難」が続いている。依然人材確保が引き続き課題となっている。60歳を過ぎてからも雇用
継続するなどで対応するも、見通しがたたないとの声あり。物流経費(運賃)の値上げが重くのしか
かっているとの声もあった。

前回同様、「従業員の確保難」が最も多く、次いで「原材料価格の上昇」、「生産設備の不足・老朽化」が挙
げられた。人員募集しても集まらず、生産増強が厳しい、人手不足が益々深刻化しているとの声があった。

前回調査に引き続き「従業員の確保難」を挙げており、次いで「利用者ニーズの変化への対応」、「店
舗施設の狭隘・老朽化」が続く。若手正社員の応募がないとの声あり。

「需要の停滞」・「販売単価の低下・上昇難」が挙げられ、次いで「仕入単価の上昇」となっている。
品物全般に渡り仕入価格が上がり、苦慮しているとの声あり。

「人件費の増加」・「従業員の確保難」が挙げられ、「消費者ニーズの変化への対応」、「仕入単価の上
昇」が続く。人手不足が深刻との声がある一方、改善・改良を考えて課題に取り組むとの声もあった。

＊事業制度に関するお問い合わせは経営支援課まで  TEL.0235-24-7711

●
事
業
所
の
紹
介

　
明
治
の
時
代
よ
り「
か
も
じ
」（
日
本
髪
を
結

う
際
に
自
髪
の
足
り
な
い
部
分
を
補
う
添

え
髪
・
義
髪
）の
製
造
と
髪
油
、食
紅
な
ど

の
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら「
か
も
じ

や
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。現
在
は
、資
生
堂
の
最
上
級
ブ
ラ
ン
ド

を
含
め
た
化
粧
品
や
生
活
小
物
の
販
売
と

エ
ス
テ
や
メ
イ
ク
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、県
内
で
は
唯

一、歌
舞
伎
や
演
劇
の
舞
台
用
化
粧
品
も
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

●
補
助
金
等
の
活
用
内
容

　
現
在
、六
代
目
と
七
代
目
で
経
営
し
、母
娘

二
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
。七
代
目
に
事
業
を
承
継
す
る
に

あ
た
り
、店
舗
環
境
を
整
え
て
ス
ム
ー
ズ
に

バ
ト
ン
を
渡
し
て
や
り
た
い
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
た
と

い
う
知
り
合
い
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。申
請

す
る
に
あ
た
り
、会
議
所
の
方
よ
り
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
何
と
か
採
択
を
受
け
、店

舗
フ
ァ
サ
ー
ド
の
整
備
と
店
舗
内
の
改
修
等

を
行
い
ま
し
た
。補
助
金
の
活
用
で
店
舗
の
環

境
が
改
善
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

事
業
計
画
を
立
て
る
に
あ
た
り
、こ
れ
か

ら
の
こ
と
を
家
族
で
話
し
合
う
時
間
が

も
て
た
こ
と
、ま
た
経
営
に
対
す
る
視
点
が

変
わ
っ
た
こ
と
は
一
番
の
成
果
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。「
繁
盛
店
づ
く
り
支
援
事
業
」に

も
参
加
し
、ウ
ィ
ン
ド
ウ
内
の
見
せ
方
や

商
品
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
に
つ
い
て
専
門
家

の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
今
後
の
取
組
や
目
標

　
お
客
様
の
美
と
健
康
の
お
悩
み
を
解
消

し
、ご
満
足
い
た
だ
け
る
商
品
と
サ
ー
ビ
ス

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま
た
、お
客
様
お
一
人
お
一
人
に
合
っ

た
ご
提
案
、化
粧
品
の
効
果
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
正
し
い
使
い
方
を
お
伝
え
し
、

キ
レ
イ
と
笑
顔
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

制度活用例 小規模事業者持続化補助金・鶴岡TMO繁盛店づくり支援事業

六代目 髙橋 千穂さん（左）、七代目 夏子さん（右）

工
業
部
会

９月３日（月）　会場：グランドエル・サン　参加者：７０名

❶ふで文字でディスプレイにひと工夫
❷ファサードも一新、モダンな印象に

鶴岡市本町一丁目5-16　TEL .0235-22-1120
営／9：30～18：30（金19：00、日・祝18：00）　休／水曜日

　
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な

う
ミ
ツ
イ
ワ
㈱
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
推

進
部
部
長 

泉
貴
史
氏（
東
京
）、日
本
で
唯
一

ロ
ボ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
事
業
を
行
な
う
オ
リ
ッ
ク

ス･

レ
ン
テ
ッ
ク
㈱ 

仙
台
支
店
長 

西
川
文
敏
氏

（
仙
台
）、や
ま
が
た
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
事
務
局

の
山
形
県
工
業
戦
略
技
術
振
興
課
主
査 

大
場

智
博
氏
を
講
師
に
迎
え
、ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
ミ
ツ
イ
ワ
㈱
か
ら
は
、局
所
的
な
課
題
の

解
決
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、

業
務
全
体
の
最
適
化
を
目
的
と
し
て
導
入

す
る
こ
と
が
重
要
。そ
の
為
に
は
、「RIPS

（
リ
ッ
プ
ス
）」と
呼
ば
れ
る
導
入
プ
ロ
セ
ス

様
式
に
従
い
、現
在
の
課
題
や
予
算
等
の

「
基
本
情
報
」や
、ロ
ボ
ッ
ト
導
入
後
を
想
定
し

た
要
求
品
質
や
運
用
体
制
等
の「
概
略
提
案
」

を
、事
業
所
と
導
入
支
援
企
業
双
方
で
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
学
ん
だ
。

　
オ
リ
ッ
ク
ス・レ
ン
テ
ッ
ク
㈱
か
ら
は
、事
業

概
要
や
取
扱
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
紹
介
、レ
ン
タ
ル

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
学
ん
だ
。ま
た
、デ
モ
機
と

し
て
、日
本
電
産
シ
ン
ポ
㈱
社
の
追
従
運
搬

ロ
ボ
ッ
ト「THOUZER

（
サ
ウ
ザ
ー
）」を
持
参

い
た
だ
き
、デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
っ
た
。

　
山
形
県
か
ら
は
、ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援

メ
ニ
ュ
ー
や
、県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

人
材
育
成
事
業
等
、県
の
取
組
み
を
学
ん
だ
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、酒
田
商
工
会
議
所
・

に
か
ほ
市
商
工
会
の
工
業
部
会
員
を
交
え
、

第
6
回 

日
本
海
沿
岸
工
業
部
会
合
同
交
流

懇
親
会
を
開
催
し
た
。

女
性
の
笑
顔
は
、ま
わ
り
の
人
に
も
元
気
を
く
れ
ま
す！

ᄵ
ঔ
ޏ
ଜ

ȥ
ɜ
Ȳ
ɞ
ݛ
ௗ
࿚
๑

鶴岡商工会議所では、平成22年度より、管内の景気動
向を把握するために、会員事業所を通して四半期ごとの
景況（業況、売上、採算（経常利益）、資金繰り）をアン
ケートによって調査しています。
※DI値とは、「好転」「良い」「増加」「黒字」とする事業所
　の割合から、「悪化」「悪い」「減少」「赤字」とする事業
　所の割合を差し引いた値を表しております。

＊調査対象：会員事業所266社  ＊回答数：159社（回答率59.8%）

・今期(平成30年4-6月)
水準では、前回調査(平成
30年1-3月)に比べ、8.5 
ポイン ト改善し、▲7.3と
なった。

・対前年同期(平成29年
4-6月)は7.0ポイント改
善し▲14.0となり、5期
ぶりに改善傾向となった。
来期(平成 30年 7-9月)
見通しは15.7ポイント
改善し▲4.0となり、平成
29年 3月調査に次ぐ高
数値となった。

平成30年4～6月期

●業況DI（全業種）

●経営上の課題 

平成３０年度の採用状況は、【全業種】で見ると、「正社員を新卒採用」が
25％、「正社員を中途採用」が26％、「非正規社員を採用」が19％と、
70％が何らかの形態で採用したと答えた。一方で、「募集したが採用でき
なかった」と答えた企業が13％あった。
＊ 詳細は、当所HP内「各種統計データ」をご覧ください。

鶴岡市の経済に関係する資料を
まとめ「鶴岡市経済動向」として
公開しています。地域経済の動
きを知るための一資料としてご
利用ください。

鶴岡市
経済動向資料
について

Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

付帯調査 平成30年度採用状況

採用あり
70％

正社員を
新卒採用
25％

正社員を
中途採用
26％

非正規社員を
採用
19％

募集したが
採用なし
13％

募集なし
17％

採用なし
30％

（グラフは全業種のデータです）

鶴岡商工会議所

景況調査

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

来期見通し今期水準対前年同期

4-61-310-127-94-61-310-127-94-61-310-127-94-61-310-127-94-61-310-127-94-61-310-127-94-6



11 10

　日本産牛肉輸入解禁を受けた台湾において、台北市と高雄市の
２つのデパートの視察を行った。両デパートでは、今年の1月18～21日
に「山形フェア」が開催され、吉村県知事らのトップセールスが行わ
れている。
　台北の微風広場は、地下2階から地上9階まである大型ショッピング
モールであり、国内外の買い物客がショッピングと娯楽を楽しめるスポット
となっている。地下2階の高級スーパーでは、日本産の果物や調味料、
山形牛、つや姫、鶴岡の清酒など品揃えが豊富にあり、当日は、愛媛県の
方がハウスみかんのPR販売を行っていた。スーパーの品物の価格は
かなり高めであったが、「日本の食品は美味しく安全」ということから、
台湾では日本の食品を取り扱う店舗が増えているとのことであった。

報告事項
（1）6月～7月各種会議報告　
（2）議員の職務を行う者の変更について　
（3）卸売商業部会視察研修報告　　
（4）中期行動計画推進委員会の活動報告 〇企業活性化委員会
（5）「第27回鶴岡市建設優秀賞」の受賞者について　
（6）管内の4月～6月期景況調査集計結果について
（7）鶴岡市との懇談会開催報告　
（8）村上商工会議所訪問実施報告　
（9）東北六県商工会議所連合会役員・議員表彰について
（10）小規模事業者持続化補助金等の採択状況
 協議事項 
（1）新会員の承認について
（2）中期行動計画の推進に係る委員会の委員について　

報告事項
（1）7月～9月各種会議報告　　　　　　
（2）各部会開催報告
（3）第38回会員のつどい開催報告　　　　
（4）第20回日本海沿岸東北自動車道建設
　  促進フォーラム開催報告
協議事項　
（1）新会員の承認について　
ゲストスピーチ
テーマ ： 働き方改革の概要と経営者の対応
講　師 ： 社会保険労務士　　松浦 茂　氏

TCCI NEWS & InformationTCCI NEWS & Information

７ 9月 月

奥羽自慢 株式会社

ご入会ありがとうございます。ご入会された事業所の皆様をご紹介します。

日本酒製造業
上山添字神明前123

TEL.050-3385-0347

白山興野149-4
TEL.090-5833-4083

株式会社 光洋
電気機械器具製造業 TEL.0235-24-9567

宝田三丁目3-27

羽黒町後田字谷地田188
（やまぶし温泉ゆぽか内）
TEL.080-8217-6523

株式会社瀬尾医療連携
事務所 コワーキングスペース

みどり町17-15
TEL.0235-25-6567

日和田町8-54
TEL.0235-64-1187

美容業

農産物販売・出版業

飲食業

東原町7-5
TEL.0235-26-1212

あとりえ Casa カーサ

美容業
JILL Hair ジル ヘアー

ロハス ガーデン

本町一丁目3-18-10
TEL.080-1814-9091

運送業

山藤 株式会社
文下字久保田1

TEL.0235-64-1855

お食事処 冨がし
本町一丁目4-28

TEL.0235-64-0259

古物商

古道具 三

株式会社 まんまーる

マンマチャオ
鶴岡陽光町店

錦町11-32
TEL.0235-35-0645

陽光町2-42
TEL.080-1828-1867

本町二丁目5-15
TEL.090-3331-0869

大宝寺日本国378番地45
Park Side Village Ray.
TEL.090-5784-6971

■株式会社日本旅行東北 庄内支店

■シー・キャド株式会社 庄内支社

吉野　充

■ボデーショップタカダ

■新潟運輸株式会社 鶴岡支店 ■ピーターパン ■有限会社田川技研

■株式会社 ユアテック 鶴岡営業所 ■東日本電信電話株式会社 庄内営業支店 ■株式会社高砂製作所 鶴岡事業所

■鈴木石材本店 ■大滝輪店 ■出羽ハイヤー株式会社 ᵴേႎ๔ᅚᕈળ ᵴേႎ๔㕍ᐕㇱ

 「山形県商工会議所
  女性会連合会通常総会山形大会」参加

「東北六県商工会議所
女性会連合会総会仙台大会」参加

6᦬

天神祭大絵馬パレード参加、例会（勉強会）の開催5᦬

例会（次年度会長・監事選出会議）の開催7᦬

鶴岡商工会議所青年部創立60周年記念式典10᦬

7᦬

8᦬

新会員
募集！

鶴岡商工会議所の会員事業所で、女性経営
者または、それに準ずる方であれば、どなたで
も入会いただけます。詳細は、事務局までお
気軽にお問合せ下さい。

「荘内大祭賑わい広場」出店

「おもてなし事業」実施

ᄤ␹⑂ޟࠅൻߌᑯߩޠ⽼ᄁⷰ࡮శቴ߳ⷰߩశฬᚲ᩺ߩ↥‛࡮ౝۭࠬࡆ࡯ࠨߩ⨥߅߿

ᅚᕈળળຬ߇⠨᩺ߚߒ
ᚻ૞ࠍߤߥࠩ࡯࡚ࠡࠅ⽼ᄁ㧋

例会（創立60周年記念式典に向けた勉強会）開催9᦬

荘内大祭賑わい広場の実施8᦬

例会（会員を知る勉強会）の開催6᦬

定時総会開催4᦬

常
議
員
会
報
告

ળຬ⊓㍳ᄌᦝ

ᣂળຬ⊓㍳

支社長

まなびのいえ 自然療法サロン
LOHAS Garden

学習塾

焼きそば専門店テンテン
飲食業

ハウオリフラスタジオ
フラ・タヒチアンダンス教室

コインランドリー

リラクゼーション業

5～9᦬（6回実施）

■株式会社鶴岡電子計算センター

代表者変更

■スイート・みい
ごちそう カイトンᣂ事業所名変更

代表取締役社長 鈴木 博安代表者変更 ᣂ

■株式会社斎藤板金工業所

代表取締役代表者変更 長南 由春ᣂ ᣂ

■スポーツショップMOGI 鶴岡市余慶町1－2（鶴岡協同の家こぴあ内） 住所変更 ᣂ

田村 俊三代表取締役代表者変更 ᣂ

土田 拓男所 長代表者変更 ᣂ

鈴木 茂弘代 表代表者変更 ᣂ

菅　敏明支店長代表者変更 ᣂ 平方 充彦取締役
鶴岡事業所長代表者変更 ᣂ

松本 元朝代表取締役代表者変更 ᣂ大瀧 雄司代 表代表者変更 ᣂ

住所変更 鶴岡市みどり町15－21ᣂ

小野寺 忠支店長代表者変更 ᣂ

澤田　博支店長代表者変更 ᣂ

亀田　隆代 表代表者変更 ᣂ

9月14日（金）～16日（日）　台湾　台北市・高雄市

金
融
部
会



13 12

TCCI NEWS & Information

ᣣᧄᶏᴪጯ⥄േゞ㆏

ජઍߩ⮮࿾඙
㆏〝ᡷ⦟Ꮏ੐
（路体盛土・カルバート

工）

　
我
が
国
に
お
い
て
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
中
、建
設
分
野

に
お
い
て
、生
産
性
向
上
は
避
け
ら
れ
な
い

課
題
で
あ
り
、鶴
岡
の
建
設
業
界
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
い
。国
土
交
通
省
で
は
、建
設
現

場
に
お
け
る
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、魅
力
あ

る
建
設
現
場
を
目
指
す
新
し
い
取
組
で
あ

る
I
C
T（i-Construction
） 
を
進
め

て
い
る
。当
部
会
で
は
こ
の
度
、酒
田
遊
佐

間
の
日
本
海
沿
岸
自
動
車
道
工
事
に
お
い

て
、こ
の「
I
C
T
」を
活
用
し
て
工
事
を
進

め
て
い
る
現
場
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、藤
塚
鷹
子
沼
地
区・南
割
地
区
工
事
現

場
に
て
酒
田
国
道
維
持
出
張
所
建
設
監
督
官 

佐

藤
様
か
ら
工
事
の
概
要・日
沿
道
建
設
の
意
義
の

説
明
を
受
け
た
。藤
塚
鷹
子
沼
地
区
は
地
盤
が
弱

く
、4
0
6
本
の
杭
を
打
ち
、補
強
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
こ
と
。南
割
地
区
で
は
、も
と
か
ら
あ

る
水
路
を
日
沿
道

下
に
通
す
た
め
函

渠（
ト
ン
ネ
ル
）を

作
り
、今
後
埋
め

戻
す
工
事
が

施
工
さ
れ

て
い
た
。

　
現
場
を
千
代
の
藤
地
区
に
移
し
、大
井
建
設

様
よ
り
I
C
T
を
活
用
し
た
工
事
の
説
明
を

受
け
た
。▽
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
3
次
元
測
量

（
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
）▽
施
工
範
囲
の
3
次
元

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
設
計・施
工
計
画
の
作
成

▽
3
次
元
設
計
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
I
C
T
建

機
に
よ
る
施
工
▽
測
量
デ
ー
タ・施
工
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
効
率
的・効
果
的
検
査
等
、今
ま
で

の
２
次
元
デ
ー
タ
の
み
を
用
い
た
従
来
の

方
法
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
方
法
を
利
用

し
た
工
事
で
あ
っ
た
。3
次
元
デ
ー
タ
を

建
機
に
入
力
す
る
こ
と
で
、自
動
的
に
デ
ー
タ

通
り
の
施
工
が
さ
れ
る
と
の
こ
と
。丁
張
り

（
目
印
の
設
置
）の
必
要
が
な
く
、作
業
効
率
が

上
が
っ
た
。補
助
作
業
員
も
削
減
さ
れ
、従
来
工

法
よ
り
も
負
担
が
大
き
く
減
っ
た
と
の
こ
と
。

　
慢
性
的
に
人
員
不
足
に
悩
む
当
市
建
設

業
界
に
お
い
て
は
、画
期
的
な
工
法
で
あ
る

と
感
じ
た
。

9
月
20
日（
木
）　
酒
田
市 

若
葉
旅
館

9
月
14
日（
金
）　
酒
田
市
・
遊
佐
町

9
月
28
日（
金
）〜
9
月
30
日（
日
）
京
都
府
舞
鶴
市 

　
鶴
岡・酒
田
両
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、そ
れ

ぞ
れ
の
観
光
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
し
、意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
平
成
７
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
懇
談

会
は
こ
れ
ま
で
1
年
に
1
回
の
開
催
で
あ
っ

た
が
、昨
年
度
は
３
回
開
催
。主
に
新
潟
庄
内

エ
リ
ア
D
C（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）に
つ
い
て
の
取
組
み
な
ど
、両
市
共

通
の
観
光
事
業
等
に
つ
い
て
情
報
の
共
有
や

意
見
交
換
な
ど
を
重
ね
て
き
た
。次
回
は
鶴
岡

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
。

企画係
主事

課長 七森 玲子 企画係
係長 小杉 良輔

三浦 千博総務係
主任

総務係
主事 進藤 孝子

総務係
主事 中村 映子

総務係
主事 佐藤 果林

寒河江 澄課長
経営指導員

森村 とも子事業係  係長
経営指導員

相田  涼事業係  主事
経営指導員

森村 雄一郎企画係  主任
補助員

経営支援係  主事
記帳専任職員 齋藤 豪介

観
光
部
会

建
設
工
業
部
会

観
光
部
会

守れますか?大切な社員 
海外で危険に晒されたら・・・ 

「商工会議所の海外危機対策プラン」 

詳しくは、アクサ・アシスタンスまで <サービス提供者>
アクサ・アシスタンス・ジャパン株式会社 
東京都港区高輪1-3-13 NBF高輪ビル7階 
<販売協力会社> 
アクサ生命保険株式会社 
山形支社 鶴岡営業所 
鶴岡市馬場町8-13 ３F 
TEL.0235-24-0802

TEL:03-6744-9333
（平日 9:00～17:00）

社員様とご家族をお守りします！

テロ・戦争・暴動・内乱 

大規模自然災害 
安全な国・地域まで

緊急避難 

疫病・感染症

アクサ 海外危機対応

従業員数100名以下の場合、年会費は一律64,800円（税込）

パソコンから 固定電話・携帯から

商工会議所会員限定

吹
奏
楽
部
と
書
道
部
に
よ
る
合
同
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
等
、地
元
関
係
者
に
よ
る
様
々
な

催
し
物
が
あ
り
、舞
鶴
市
全
体
で
サ
ミ
ッ
ト

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
た
。

　
最
後
に
、藩
校
の
精
神
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

努
力
を
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ「
舞
鶴
宣

言
」が
発
表
さ
れ
た
。庄
内
藩
か
ら
は
毎
年

大
人
数
が
参
加
し
て
お
り
、そ
の
熱
心
さ
に

は
運
営
側
や
他
藩
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。鶴
岡「
致
道
館
」で
培
わ
れ

た
教
育
の
伝
統
、そ
し
て
人
づ
く
り
の
環
境

や
教
育
を
重
ん
ず
る
風
土
を
守
り
、伝
え
て

い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

　
江
戸
時
代
の
精
神
を
現
代
に
伝

え
る「
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
」が
9
月

29
日
、京
都
府
舞
鶴
市
の
舞
鶴

市
総
合
文
化
会
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。旧
藩

当
主
を
含
む
全
国

30
藩
の
藩
校
関
係
者

約
3
0
0
人
が
参
加
。

　
庄
内
か
ら
は
旧
庄
内
藩

主 

酒
井
家
第
18
代
当
主
嫡
男

の
酒
井
忠
順
様
を
は
じ
め
、

致
道
館
文
化
振
興
会
議
の
役
員・

会
員
、当
所
観
光
部
会
メ
ン
バ
ー
な
ど

が
参
加
し
た
。

　
大
会
前
の
藩
校
会
議
に
は
、致
道
館
文
化

振
興
会
議
会
長
の
橋
本
政
之
氏
と
三
矢
正
士

事
務
局
長
が
出
席
し
各
藩
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
大
会
で
は
、海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
に

よ
る
華
々
し
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
に
始
ま

り
、N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
を

度
々
手
掛
け
て
い
る
静
岡
大
学
名
誉
教
授
の

小
和
田
哲
男
氏
に
よ
る「
江
戸
時
代
の
各
藩

に
お
け
る
人
材
育
成
」と
題
し
た
記
念
講
演

の
あ
と
、旧
藩
当
主
が
壇
上
に
お
い
て
紹
介

さ
れ
た
。今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、舞
鶴
市
立

明
倫
小
学
校
6
年
生
に
よ
る
論
語
教
室

素
読
発
表
や
、京
都
府
立
西
舞
鶴
高
等
学
校

⮮Ⴆ㣔ሶᴧ
࿾඙࡮

ධഀ࿾඙Ꮏ
੐

（函渠工）

（軟弱地盤改
良）

後藤 富実
新

赤谷 ゆかり（公財）庄内地域産業
振興センター出向

主任

事 務局次 長 寒河江 澄

川村 広宣経営支援係  係長
経営指導員

丸山 奈美経営支援係  主任
経営指導員

齋藤 智哉経営支援係  主事
記帳専任職員

経営支援係  主事
補助員 澤田 京子

事務理事  
兼  事務局長 加藤 淳一
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イチオシ商品、サービス情報の発信！ビジネスパートナー探しにも！
会員皆様のご利用をお待ちしております！

・広告枠サイズ W96mm×H90mm
・掲載料金　￥10,800( 税込 )
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Business Box 掲載広告募中！

山形県信用保証協会 ɈȻȥȩɁĂૢࣞࡅ ࣞɈȻȥɣɅă

限
度
額

＜ 1企業 ＞

受付期間 10月1日～12月25日まで

ਬທીާ੓

お問い合わせはこちら
新古美術 助川　Tel.0235-24-1002

ஷā໘

毎月  第3日曜日
午前11：00～午後4：00

日 時

まちづくりスタジオ鶴岡Ｄａｄａ2Ｆ
（旧セントル）
Tel.0235-33-8462

会 場

※基準料率0.45％～1.90％から
　0.05％の制度割引をいたします。

［信用保証料］0.40％～1.85％
［借入金利］金融機関所定利率

［ご利用いただける方］保証対象業種を営む、中小企業・小規模事業者の方
［対象資金］運転資金
［借入期間］6ヶ月以内


